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	２０２０年１１月１３日
	日本原燃株式会社
	第７回　安全・品質改革検証委員会　議事概要
	○日　時：２０２０年１０月２８日（水）　１４：００～１６：１０
	○場　所：日本原燃株式会社　事務本館　１階ビジタールーム
	○場　所：日本原燃株式会社　東京支社　第５会議室
	青森地域共生本社　役員会議室
	○出席者（敬称略）
	（検証委員）
	（当社出席者）
	（オブザーバー）
	○議　題
	○議事概要
	◆安全ハンドブックを有効にするため、作業前ミーティング時に読み合わせを行う
	等、現場での活用を徹底していただきたい。
	⇒拝承。現場におけるミーティング時等に徹底して活用いただけるよう指導し、定
	着させていきたい。
	◆現場の負担を減らし、重要な作業に注力するためＩＴ、ＩoＴ※２の技術を活用し
	ていただきたい。
	⇒拝承。ＩoＴについては、弊社の現場では導入されていないが、今後注視して
	いきたい。
	※２　ＩoＴ： 物とインターネットを接続すること
	◆日本原燃においては、幸いなことに死亡災害は発生していない。他産業における
	労働災害の事例分析では、死亡災害は一人作業時に多く発生していることから、
	日本原燃においても一人作業の禁止を徹底していただきたい。
	⇒拝承。一人作業の禁止について指導を徹底する。
	◆やってはいけないことを説明することは難しい。協力会社から業務実績を逐次、
	報告し、そこから気付いた点を指導してはいかがか。
	⇒拝承。細かな部分まで報告される文化を構築していきたい。
	◆日本原燃社員が、数千人の作業員を監視するのは不可能である。元請会社から任
	務を果たしていることを報告させること、実際に現場に出向き、任務を果たして
	いることを確認することが重要であると考える。
	⇒拝承。当社社員が抜き打ちで確認に出向く等、現場に良い緊張感を持たせる対応
	を考えたい。
	◆日本原燃の安全対策工事は日本中から注目されている。労働災害防止のため、
	協力会社の上層部に対し、安全に対する力量が高い方を現場に配置してもらうこ
	とを要求すべきと考える。
	⇒拝承。要員配置は、非常に大切なことと考え、検討していきたい。
	（２） 新型コロナウイルス感染者発生時の再処理工場運転員確保と感染者公表内容に
	ついて
	◆感染者発生に関する情報のみではなく、日本原燃としての感染予防対策をしっか
	りやっていることも併せて公表してはいかがか。
	◆運転員のバックアップ体制について、日本原燃と同様に休業が許されない他業種
	においてどのような対策をしているのか参考にしてはいかがか。
	⇒拝承。
	◆再処理工場中央制御室の運転員に想定以上の集団感染が発生した場合に備え、例
	えば必要最低限に業務を絞り、１つの班で２つの施設を管理できるようにする等、
	あらかじめ対応を準備しておくことが必要と考える。
	⇒拝承。万が一に備えた対策を検討していく。
	（３） 新検査制度施行に伴う取組み状況について
	委員長から総括的なご意見をいただいた。
	 今年度は労働災害の数が多く危機的状況であることは、委員も同じ認識である。労働災害の全社および事業部毎の対策は、しっかりやっていただきたい。
	 安全の高度化を図るため、安全ハンドブックは、協力会社が活用する意図を理解し、徹底して活用させていだたきたい。また現場の安全対策についてはＩＴ、ＩoＴを使用し、省力化を図り、重要な作業に注力していただきたい。
	 新型コロナウイルス感染者発生時に積極的に公表することは、地域からの信頼につながると考える。
	 ＣＲ登録数については、協力会社が少ないと感じる。間接的に労働災害との関係もあるのかもしれない。協力会社の登録数を増やすことも安全意識の向上につながると考える。

